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平均値の運動が,(1)の解である閉軌道のときには, varianceは tに比例 して発散す
centerの場合には微少なずれに対して別の閉軌道に移る,つまりcriticulな状態である
ためである｡ また nor､mallimitcycleの場合には軌道の方向には freediffusionであ
ることによる｡
このことは分布関数が,周期運動している平均値のまわりでは安定なガウス分布では
ないことを意味している. そのためこの様な系の entropyはwelトdefined ではな くな




















非平衡状態に於ける密度行列を β(t)と書 く｡ある物理量 αに対する確率分布関数は














































ここに sldfixOは時刻 to(∑-o)での値を表わす｡ Yを計算することは(4)と(2)によ
ってPo(y,t;tl,-～ tn)を計算することになる｡初期分布 として平衡分布 を仮 定
すれば平衡系の問題に帰着する｡
(6)は∑≡Oの暗(1)に一致する｡実際,(6)は平衡状態の確率分布関数の自然 な拡張 と
見ることが出来,当然(1)で成り立つ方法論は(6)に対 しても拡張出来る｡
非平衡定常系に於いては,いわゆる散逸構造の形成に関係した転移現象,平衡系の相
移に相当した現象が見られる｡しかしこれらは理論的には現在なお研究途上の問題であ
り,ここでの方法はこの間題に対して一つの有力な出発点を与えると思う0
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